お お まま と 

大幅の 動きと なって、 河口 を 海へ 融か している。 

「何とい う 判らない 陽気だろう」 

ト初ま 玄 ハ た。 

/-x^ V 口 レ / 

きづか 

五日 後に 挙行され る 遠泳 会 の 晴雨が 気遣われた。 

ひとみ にぶ ほのお いぶ 

西の方へ 瞳 を 落す と 鈍い 焰が 燻って 来る ように、 

都会の 中央から 市街の 瓦 屋根の 氾濫が 眼 を 襲って 来 

ガ ス ほる い 

る。 それ は 砂 町 一丁目と 上大島 町の 瓦斯 タンク を 堡塁 

やわた 

のように 砂 通りに 沿う 一 線と 八幡 通りに 沿う 一 線に 

まんえん 

主力 を 集め、 おのおの 三方へ 不規則に 蔓延して いる。 

ちょうじょう おど お 

近くの 街の 屋根 瓦の 重 畳 は、 躍って 押し寄せ るよう 

に 見えて、 一 々は 動かない。 そして、 うるさい ほど 肩 



こ あみち よう 

が、 住居 は 今年の 夏 前まで ずっと 日本 橋 区の 小 網 町に 

たんもの 

在った。 父 は 夏 以外 ふだんの 職業と して 反物の たとう 

紙 やべ— パァを 引受けて いた。 和漢 文の 素養の ある 上 

に、 ちょっと 英語 を 習った。 それで アドレス や 

せ いきゅう ぶん 

請求 文 を 書いて、 父 は イギリスの 織物 会社から しき 

りに カタログ を 取り寄せた。 中 や 表紙の 図案 を 流用し 

いしょう か 

ながら、 自分の 意匠 を 加えて、 画工に 描き 上げさせ、 

ちゆ-つもん 

印刷屋に 印刷 させて、 問屋の 註文に 応じていた。 ち 

らしゃ 広告の 文案 も 助手 を 使って 引き受け ていた。 

だが 地元の 織物 組合 は 進歩した。 画工 も 進歩した。 

しろ 1 つと きま 

今更 中間 の プロ ー 力— 問屋 や 素人の 父の 型の 極った 意 



どうな りこうな りして、 それが また 自分 を 救って くれ 

る 力と なる ので は あるまい かと 感ぜられて 来た。 その 

都会の 猛威に 対する 自分の はら はらした なつかし さは 

力 力 すく 

肉体 さえ も 抱え 竦められ るよう である。 このな つかし 

さに 対して は、 去年の 夏から 互に 許し 合って いる 水 

はっきゅう むすこ かおる 

泳 場 近くの 薄給 会社員の 息子 薫 少年との 小鳥の よう 

J. こわむ おも ま 

な 肉体の 戯れ はお かしくて、 想い出す さえ 恥じ を感 

ずる 

それに 引き かえて、 自分への 興味の ために、 父の 旧 

むしよ ラ 

式 水泳 場 を この 材木 堀に 無償で 置いて くれ、 生徒 を 世 

話して くれたり、 見張りの 船 を 漕いで くれたり して 遠 



巻きに 自分に 絡ま つ ている 材木屋の 五十男 貝 原 を 見直 

して 来た。 必要が いくらか でも 好みに 変って 来たので 

あろう か。 小 初 は 自分の 切ない 功利 心に 眼 をし ば だた 

いた。 

きゅうて き 

とにかく、 父 や 自分の 仇敵で ある 都会 文化の 猛威 

に対して、 少しも 復謦の 気持が 起らず、 かえって、 そ 

ふる みちゃく 

の逞 まし さに 慄 えて 魅 着す る 自分 は、 ひょっとして、 

さっとうしょう むすめ 

大変な 錯倒 症の 不良 娘な ので は あるまい か。 だが 何 

たまし い 

といっても 父 や 自分の 魂 の 置 場 は あそこ —— 都会 I 

I 大 東京の 真中より ほかにな いの だから 仕方がない、 

是非 もない …… 。 



は iJ つな 

飛込みの 姿勢になる ときが 二で、 跳ね出す 刹那が 三の、 

だま 

すべてで 三 挙動で ある。 いま 小 初 は 黙って 「一」 の 動 

とちゅう 

作 を 初めた が、 すぐ 思い返して 途中からの 二 ご と 号 

令 を かけ 跳び 込みの 姿勢 を 取った。 

かわせみ くい うかが 

それ は、 まったく 翡翠が 杭の 上から 魚 影 を視ぅ 

びんしょう しょうしゃ 

敏捷で しかも 瀟洒な 姿態で ある。 そして、 このと き 

ちょうこく てき ようえん ふんいき 

今まで 彫刻 的 に 見えた 小 初の 肉体から 妖艷な 雰囲気 

つきが さ 

が 月 暈の ように ほのめき 出て、 四囲の 自然の 風 端の 中 

こ みわく か 

に 一 箇 不自然な 人工的の 生々 しい 魅惑 を搔き 開かせた。 

さけ 

と 見る 間に 「三！」 と 叫んで 小 初 は 肉体 を 軽く 浮び 上 

かしょ 

らせ 不思議な 支えの 力で 空中の 一 箇所で た ゆたい、 そ 



の 中に も、 貝 原に 対して 異性の 罠 を 仕込んで いた。 子 

供のう ちから 新 舞踊 を 習わせられ、 レヴ ユウ. ガ— ル 

ちかづき こび 

とも 近附の ある 小 初 は、 媚 というね たねた した もの を 

ほんやく 

近代的な 軽快な 魅力に 飜 訳し、 古典的な 青 海流の 飛込 

みの 型に そっと 織り込ます ことぐ らい 容易で ある。 生 

ぬるい 水中へ ぎ ゆ ー んと 五体が ただ 一 つの 勢力と なつ 

て 突入し、 全 皮膚の 全 感覚が、 重くて 自由で、 柔軟 

で、 緻密な 液体に 愛撫され 始める と 何もかも 忘れ去つ 

て、 小 初 は 「海豚の 歓び」 を歓び 始める。 小 初の 女 学 

校 時代からの たった 一 人の 親友、 女流文学者 豊村 女史 

こうとうむけい 

にある 時、 小 初 は 水中の 世界の 荒唐無稽な 歓び を、 切 



れ 切れの 体験 的な 言葉で 語った。 すると 友達 は その 感 

情に 関係 ある 的確な 文学的 表現 を 紹介， - した。 

クッシ ョ ン というなら 全部 ク ッショ ンだ。 

羽根 布団と いうなら 全部 羽根 布団 だ。 

だが、 水の 中 は、 溶けて 自由な 

もっとい いもの —— 愛。 

跳ねて 破れず、 爪 割いて 

搔き撑 らリ ようか 愛。 

それで 海豚 は 眼 を 細めて いる。 

一 生、 陸に 上らぬ。 



きゅうとう かびん 

てし まった 世界で ある。 ここで は 旧套の 良心 過敏 性 

にか かってい る 都会 娘の 小 初の 意地 も 悲哀 も 執 着 も 

ぎょかいす っぽん そぼく ふてい 

性 を 抜かれ、 代って 魚介 鼈 が 持つ 素朴 不逞の 自由 さ 

が 蘇 つた。 小 初 はしな やかな 胴 を 水に よじり 巻きよ 

じり 巻き、 飽くまで 軟柔の 感触 を 楽んだ。 

ほ ど ろ ぞ ， J 

小 初 は 掘り下げた 櫓 台下の 竪 穴から 浅瀬の 泥 底へ 水 

ほリ がき こわ くず 

を搔き 上げて 行く と、 岸の 堀 垣の 毀れ から 崩れ落ちた 

土が 不規則な スロ— プ になって 水底へ 影 を ひくの が 

朦朧と 目に 写って 来た。 

この辺 一 体に 藻 や 蘆の 古 根が 多く、 密林の 感じで あ 

る。 材木 繋留の 太い 古 杭が 朽ちて はう ち 代えられた 



vr ヽ、 i 

カレ レ」 

ばとう 

これ は、 美味の ない とき、 膳の 上の 食品 を 罵倒す る 

い ぐ さ しんらつ 

敬 蔵の 云い 草 だが、 ひょっとすると、 それが 辛辣な 事 

実で 父 娘の 身の上の 現実 ともなり かねない 今日 この頃 

ことばぐ せ 

では、 敬 蔵もう つかり 自分の 言葉 癖 は 出しに くかった。 

5,* しさん け.，， けん 

父 娘 は 夜な夜な 「最後の晩餐」 という 敬虔な 気持で 言 

葉 少なに 美味に 向った。 

いったいが 言葉 少なの 父 娘だった。 わけて 感情 を 口 

さ いやみ 

に 出す の を 敬 蔵 は 絶対に 避けた。 そういう こと は 嫌味 

として 旧 東京の 老人 はついに それに 対する 素直な 表現 

欲 を 失って いた。 感情の 表現に はむしろ 反語 か、 遠 廻 



しょうちょう 

しの 象徴 の 言葉 を 使った。 

とな リ けしょう 

「 隣 近所に お 化粧の ァラを 拾う やつ もなくて さば さ 

ばしたろう」 

これが 唯 J の、 娘 も 共に 零落 させた 父の 詫びの 表明 

でも ぁリ、 心 やりの 言葉で もあった。 小 初 は 父の 気持 

ち を 察しない ではない が、 「何 ぼ 何でも あんま リ 負け 

お うと 

惜しみ 過ぎる」 と 悲しく 疎まれた。 

こ-つと うてき かんせき 

今夜 はまた とても 高踏的な 漢籍の 列 子の 中に あると 

いう 淵の 話 を 持ち出して 父 は 娘に 対する 感情 を カモフ 

ラ ー ジ ュ した。 

「淵に は 九つの 性質が ある。 静水を じっと 湛 えてい る 



死屍 水 かかず してよ く 浮く 

といって、 平泳ぎの こころ だ」 

「それ は、 よくお とうさんが おっしゃる、 あの 渾沌 未 

分の 兄弟 か 何 かなの」 

小 初 は 食後の 小 楊枝 を 使いながら 父親 を 弥次 つ た。 

や ゆ 

自分が 人 を 揶揄す る， j と を 好んで 人から 揶揄され る， J 

きら ふうし か 

と を 嫌う の は 都会 的 諷刺 家の 性分で、 父親 は それが 娘 

だとぐ つと 癩に 触った。 しばらく 黙って いたが、 跳 

ね 返す 警句 を 思いつく 気力 もな く、 

「兄弟分で もなん でもない、 全く 一 つの もの だ」 

と 低い 声音に 渾身の 力 を 籠め て 言った。 これ だけ 



まじめ きゅう 

真面目に 敬 蔵が 娘に 云う こと はめった にない。 窮し 

て やむ を 得ず ， J れ だけ まと も に 言 つたの だ。 そのせ い 

かれ おとろ 

か、 彼 は その あと 急に 気 まりの 悪い 衰えた 顔つき を 

して、 そっと 汗 を 拭いた。 

ひも のば 

父親 は 電球の 紐 を 伸して、 水泳 場の 下へ 入って 行つ 

た。 そこでし ばらく ごそごそ している 様子 だ つ た。 

よいやみ じゅず こつ 

「いい 具合に 宵闇 だ。 数珠 子 釣りに 行って 来る かな」 

そういって、 道具 を 乗せて 田 舟 を 漕ぎ出して 行った。 

は 力な 

父の その 様子 を、 小 初 は 気の毒な 儍 い 気持ちで 見送つ 

たが、 結局 何 か 忌々 しい 気持に なった。 そして 一 人 

るすばん かぎ 

留守番の ときの 用心に、 いつもの ように 入口に 鍵 を か 



け、 電燈を 消して、 蚊帳の 中に 這 入り、 万一 忍び込む 

ものが あるときの 脅しに 使う 薄荷 入りの 水 ピストル を 

まくら. +P と 

枕元 へ 置いた。 小 初 は 横にな り 体 を 楽に すると ビス 

トルの 薄荷が こんこん 匂った。 こん Y J ん 句う 薄荷が 眼 

鼻に 沁み 渡る と 小 初 は 静かに もう 泣いて いた。 思えば 

都会 偏愛の あわれな 父 娘 だ。 それが ため、 父 はいら だ 

たし さに さもしく 老衰して 行き、 自分 は 初恋から 卑し 

く 五十男に 転換して 行く …… 。 くらやみの 中で 自分の 

功利 心が ぴ つかり 眼 を 見開いて いるのに 小 初の 一 方の 

心で は 昼間 水中で 味 つた 薫の 若い 肉体との 感触 を 憶 

い 出して いる …… 



はなばな おど 

西 空 は 一 面に 都会の 夜 街の 華々 しい ものが 踊りつ、 

打ち合いつ、 砕けつ する 光の 反射 面の ようで ある。 特 

に 歓楽の 激しい 地域 を 指示す るよう に 所々 に 群 るネ 

りんかく 

オン サインが 光の なかへ 更に 強い 光の 輪郭 を 重ねてい 

る。 さら に ， J の 夜空 の と ， ，- ろ ど - ^ ろ にと きどき 大地 の 

ききょう せんこう 

底から 発せられる ような 奇矯な 質 を 帯びた 閃光が ひら 

こと ゆうき しんぱん 

めいて、 琴の かえ 手の ように 幽毅 に、 世の 果ての 審判 

じごくそう へんぼう 

のように 深刻に、 夜景 全局 を 刹那に 地獄 相に 変貌せ し 

ち ど 

め また 剎那 にもとの 歓楽 相に 戻す。 それ は 何でもない。 

間近い 城 東 電車の ポ— ルが 電力 線に スパ— ク する 光な 

の だが、 小 初 は 眺めて いるう ちに —— そうさ、 自分に 



ひらめ ほろ 

関係の ない 歓楽なら さっさと 一 閃きに 滅びて しまう 

がいい、 と 思った。 そのと きど こから ともなく、 ハイ 

すぺ とどろき と 

^ -1 の 滑って 来る 轟 がして、 表通りで 停まった らし 

ヽ o 

レ 

のぼ 

がっしりした 男の 足音が、 水泳 場の 方へ 昇って 来た。 

「どなた」 

貝 原が 薄暗の なかで ちょ つと はにかんだ ような 恰好 

で 立ち 止った。 

「私です よ。 少し 遅くな りました が、 街へ 踊りに 出か 

けましょう。 出て いらっしゃいません か」 

「なぜ、 裏 梯子から 上って いらっしゃらな いの」 



「そう」 

小 初 は、 もう 料理の コ— スの 終りの メロン も 喰べ 

終って、 皮に たまった 薄 青い 汁 を 小匙の 先で 掬って い 

た。 

ふ つ とした 拍子に 貝 原と 小 初 は 探り 会う 眼 を 合せた。 

「今夜、 何 か 話が あるの」 

小 初の 義務的な 質問が、 小 初の 顔立ち を 引 締まらせ 

た。 小 初がず つと 端 S に 見える。 その 1! 厳が かえって 

貝 原 を 真向きに させた。 貝 原 は 悪びれず、 

「相当な 年配の 男の いう ことです から、 あなた も 本気 

で 聴いて 下さい。 これ は 家内と も 相談しての 上です か 



て だんだん 虚脱に 似た 無批判に な つ て ゆく 心境の なか 

にいつ か 涼しい 一脈の 境界が 透って 来た。 父に 聞いた 

九 淵の はなし、 友が 訳した 希臘の 狂詩 II 水中に 潜む 

渾沌 未 分の 世界 …… 「どうで もい いわ」 …… 小 初 はす 

ベ て を ぶん 流した あとの 涼 やか さ を 想像した。 小 初の 

泣き顔の 涙 も 乾いて 遠くの 葦の 葉 ずれが、 ひそひそと 

耳に ささやく ように 聞え る。 小 初 はまた しても 眠く 

なった。 

薫 は 腹這いから 立ち上った。 腰 だけの 水泳着 の 浅い 

こま 

ひだから 綺麗な 砂 を ほろほろ 零しながら い い 体格の 少 

年の 姿で 歩き 出した。 小 初 はしば らく それ を 白日の 不 



ではない か。 案外 もろく 父 も そこに 陥ち いらぬと も 限 

ら ない。 陥ち いって くれる こと を 自分 は 父に 望む のか _ 

それ を 望む より ほか 二人の 生きて 行く 道 はない のか… 



ゆか さわ のねずみ 

船虫が 蚊帳の 外の 床で ざわざわ 騒ぐ。 野鼠で も 柱 を 

うちわ 

伝って 匍い 上って 来たの だろう か。 小 初 は 団扇で 二つ 

三つ 床 を 叩いて 追う。 その 音に 寝 呆けて 呼び もしない 

父が、 「え？」 と 返事 をして 寝返り をう つ、 うつろな 声 _ 

—— あわれな 父と そして あわれな 娘。 

小 初 は 父の 脱いだ 薄い 蒲団 を そっと 胸元へ 掛け 直し 

て やった。 



リせし 

え つ て 強く 離反して 行こうと する のが、 今日 このごろ 

はなお さら まざ まざ 判って 来た。 

自分の 肉体が むしろ 憎い —— 一 方の 生活 慾 を 満足 さ 

せようと あせりながら、 その 方法 (貝 原に 買われる こ 

むじゅん わがまま なや 

と) に 離反す る。 矛盾と 我儘に 自分 を 悩め 抜く 自分の 

肉体が 今 は 小 初に 憎くな つた。 こんな 体 …… こん 

な 私 …… いっそ なくなって しまえば いい …… 。 小 初 は 

やばん ひね 

子供の ように 野蛮に 自分の 体の 一 ケ処を 捻って みた。 

痛い のか 情けない のか、 何 か 恨みに 似た ような 涙が す 

るする と 流れ出た。 また 捻った …… また 捻った …… す 

ると 思考が だんだん 脱落して いつ て 頭が 闇の 底の 方へ 



楽々 と 沈んで 行った。 

小 初 は 朝早く 眼が 覚めた。 空 は 黄色く 濁って、 気圧 

ひとえ はだ 

は 昨夜より まだ 重かった。 寝巻 一 重の 肌 はう すら 冷た 

ヽ o 
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「秋が 早く 来 過ぎた かしらん」 

小 初 は 独り ごちながら 窓から 外を視 いてみ た。 

もや 

靄 だ。 

よく 見て いると 靄 は 水上から だんだん 灰白色の 厚味 

を 増して 来る。 近くの 蘆洲は 重たい 露で しどろ もどろ 

に 倒れて いる。 

今日は 青 海流 水泳 場の 遠泳 会 の 日な ので ある。 



流れ は 人数の わずかな 遠泳 隊を つ い つい 引き潮の 勢い 

に 乗せて 海へ 曳 いて 行く。 

靄に 透けて わずかに 見える 両岸が 唯一 の 頼みだった。 

小 初の すぐ あとに 貝 原が 目印の 小 旗 を 持って 泳いで 来 

る。 薫 はとき どき 小 初の 側面へ 泳ぎ 出る。 黙って 泳い 

でい る。 生徒 達 は 今日の 遠泳 会 を 一度 も 船へ 上って 休 

ノ ゆ K/ よ 、わ ぢ 

まず、 コ— スを 首尾 好く 泳ぎ 終 せれば 一 級ず つ 昇級す 

るので ある。 彼等 は 勇んで 「ホイ ョ—」 「ホイ ョ—」 と、 

掛声 を 挙げながら、 ついて 来る。 

うきね 

行く手に 浮 寝して いた 白い 鳥の 群が 羽ばたいて 立つ 

ぬきて 

た。 勇み立って 列の 中で 抜 手を切る 生徒が あると 貝 原 



しょうね すわ 

性根が 据 つて 来た。 

こせこせし たもの は 一切 抛げ 捨てて しまえ、 生れた 

ての ほやほやの 人間に なって しまえ。 向う ものが 運命 

なら 運命の ぎりぎりの 根元のと ころへ、 向う ものが 事 

情なら、 これ 以上 割り切れない 種子のと ころに 詰め 

かけね い つ きうち 

寄って、 掛値 なしの 一騎 打の 勝負 をしょう。 この 勝負 

を 試す に は、 決して 目的 を 立てて はいけ ない。 決して 

打算 をして はいけ ない。 自分の 一 切 を！^ にして、 投げ 

てみ る だけ だ。 そこから 本当に 再び 立ち上がれる 大丈 

おし 

夫な 命が 見付かって 来よう。 今、 なんにも 惜 むな。 今、 

自分の 持ち合せ 全部 を みんな 抛げ 捨てろ —— 一 切 合 財 



懸 銀な 抜き手の 間から 怒鳴り立てた。 

「ばか …… どこまで 行 くんだ …… ばか、 きちがい …… 

小 初 …… 先生 …… 小 初 先生 …… ばか …… ばか …… 」 

あまあし まっただなか 

風の 加った 雨脚の 激しい 海の 真只中 だ。 もはや、 小 

初の 背後の 波間に は 追って 来る 一 人の 男の 姿 も 見えな 

い。 灰色の 恍惚から あふれ 出る 涙 を ぼろぼろ こぼしな 

がら、 小 初 は どこまでも どこまでも 白濁 無限の 波に 

向って 抜き 手を切って 行く のであった。 

(昭和 十 一 年 九月) 
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